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本研究では，日本にのみ現存する一切経音義の 9種類の古写本を利用し，全文翻刻・入力した上で，

「一切経音義全文データベース」を構築した.それに基づいて，全文テキスト翻刻・データベースの構

築・インターフェース公開・データベース構造化と利用について論じる.主に，日本古写本一切経音義

の特徴・価値，古写本の翻刻方針・データの分類・構成，公開のための準備，構造化の計画について

述べる. 
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In this research， we constructed "Yiqjiejingyinyi Full-text Database" that contains nine types of ancient 
manuscripts existing only in Japan. Based on that， we will discuss the full-text transcription， database 
construction， interface release， database structuralization and usage. Mainly，we will describe the features 
and values of Japanese old manuscripts， the reprint policy of ancient manuscripts， the classification and 
organization of data， preparation for release， plan for structuring. 

 
 

１．まえがき 
一切経音義は，７世紀に唐の玄応によって編纂

され，中国に現存する最古の仏典音義である.唐

代に玄奘はインドから大量の仏典を将来した.そ

れらの仏典を翻訳するために，長安に「訳場」を

設け，僧侶の中から知識のある者を選んだが，そ

の中でも玄応は唯一の「字学大徳」であった.玄

応は仏典に難字難語が多数存在することを意識

し，仏典翻訳に並行して「一切経」の音義の編纂

を行った. 

それがいわゆる一切経音義であり，全 25 巻で

約 400，000 字，450 部以上の仏典から 8，000 以

上の項目が収録されている. 内容的には，漢訳仏

典についての解説のみならず，唐代の漢字音も反

映するので，中国語学の研究に於いても，貴重な

資料である.そのほか，450 以上の仏典を収録す

ることから，当時の仏典の実態を知る手がかりと

して，仏教学においても重要なものである. 

一切経音義は奈良時代に伝来し，盛んに書写さ

れた.現在一切経音義は中国に現存する木版に対

して，写本は日本にしか残されていない.そのほ

か，大英図書館・フランス国立図書館などに一切

経音義の敦煌・吐魯蕃出土の断片群が保管されて

いる.また，一切経音義は後代の仏典音義に大き

な影響を与えた.その影響は中国にとどまらず，

日本でも平安時代以降の辞書編纂に際しては頻

繁に利用された. 

従来，一切経音義は，版本については研究が重

ねられてきたが，写本は日本にのみ所蔵され，研

究が多くとは言えない.日本に現存する一切経音

義古写本は残巻数と内容において多少異なるも

のの，幾つかの系統に分けられると想定される.

上田（1981）では４種類を紹介し，佐々木（2014）

では，2006 年に新たに公開された５種類も含め

た一切経音義の巻第五について，諸本の系統を分

析した.そこで個別の巻の系統については分類さ

れたが，一切経音義全体を対象とした系統分類は

未だ行われていない. 

以上の問題を解決するために，筆者は日本に現

存する 9種類の一切経音義古写本を対象とし，全

文を翻刻・入力した上で，「一切経音義全文デー

タベース」を構築した.（李 2016c，2018a，2018b） 

従来の辞書研究では，手書きのカードで情報を

記録・整理し，多くの人員と大量の時間が必要だ

った．近年，データベースの発達に伴い，理系に

とどまらず，人文学においてもデータベースを活

用している研究成果も少なくない．特に辞書類の

文献のデータベースにおいては，誰でもオンライ

ン上で閲覧できる1． 

                                                           
1 例：中國哲學書電子化計畫・字書：

https://ctext.org/etymology/zh 
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一切経音義は，その全文テキストがすでにイン

ターネットで公開されてきた．（参考文献 20,21）

しかしながら，それは，版本である高麗本と磧砂

本を利用したものである．版本と写本とは，系統

も異なるし，内容にも大きな差異がある．次にそ

の一例を挙げる． 

 

例 1 ＜抒氣＞  巻第四 華手經 

時汝，除呂二反。『廣雅』：抒，舀也，渫出也。

舀，餘紹反。(七寺本・金剛寺本・西方寺本・広

大本・正倉院本) 

時汝，除呂二反。『廣雅』：抒，舀也，渫出也。

『説文』：抒，挹也。挹斟酌也。挹音於入反。舀，

餘紹反。(高麗本・磧砂本・宮内庁蔵宋版) 

 

この例では，版本である高麗本・磧砂本・宮内

庁蔵宋版の注文が一致する．しかしながら，古写

本である七寺本・金剛寺本・西方寺本・広大本・

正倉院本には傍線部の引用が見られない．そのた

め，現在公開されている一切経音義データベース

を利用して，一切経音義の日本古写本を検索する

のは，不適切だと思われる． 

一方，一切経音義全二十五巻（高麗本）には約

9，000 の項目がある．そのほかに，9種の古写本

がいずれも残巻であるが，合わせて 103 巻分が存

する．これは，膨大な文字量を持つ文献だと言え

るだろう．さらに，諸本間には一致する内容が大

半を占め，それ以外の異文は多様な形式で残され

ている．文献の量的な面から言っても，また諸本

間の比較を効率的にするためにも，データベース

を構築することは必要である． 

また，データベースの構築・公開にとどまらず，

中国語学・仏教学・文献学などの研究者に向けて，

検索の精密性・利便性を向上するために，注文を

内容によって，分類・構造化する必要がある. 

本研究では，既に構築した「一切経音義全文デ

ータベース」を土台とし，注文テキストのマーク

アップにより，構造化を行う.精密的な構造によ

って，よりよく検索・分析を可能とする. 

２．先行研究と研究対象 

2.1 先行研究 

1 山田（1932）は日本古写本の大治本が宋版系

ではなく，高麗本系であることを指摘した.さら

に巻第一について諸本対照の結果を示し，大治本

には高麗本系よりも古い一切経音義の本文が残

っていることを明らかにした. 

2 上田（1981）は一切経音義の日本古写本（大

治本・正倉院本・広島大学所蔵本・天理図書館本・

高麗蔵経本）と中国版本（磧砂蔵経本，叢書集成

所収本，慧琳音義所拠本）とを比較し，日本の諸

本は，中国の版本とは別の系統に属することを明

らかにし，日本独自の系統がある可能性を示唆し

た. 

3 箕浦（2006）は金剛寺本・七寺本・東京大

学本・西方寺本の書誌情報について説明している.

その中では金剛寺本が大治本に近く，七寺本が高

麗本に近いことを指摘した.また西方寺本が他の

写本より石山寺本に近いことも指摘した.ただし，

上に挙げた諸本の親疎関係については特に根拠

を示していない. 

4 徐時儀（2009）は，日本に現存する一切経音

義古写本の系統を検討した.収録された経目にお

いては，金剛寺本・七寺本・西方寺が高麗本と同

じ系統であり，注文においては，七寺本が高麗本

に近く，西方寺本・金剛寺本が磧砂本に近いと論

じた.また，徐氏は元々開寶藏初刻本と契丹藏と

の間に一種類の一切経音義古写本が存し，日本現

存の写本はその古写本に基づいてできたもので

あると論じた.その上で，西方寺本・金剛寺本が

先に成立し，その後，高麗本と七寺本がそれらを

底本として編集されたと論じた.筆者は徐氏の研

究結果には再考の余地があると考えている. 

5 佐々木（2014）は 2006 年に公開された 5

種類の写本も含めた一切経音義巻第五における

本文と目録との経名不一致について論じ，現存す

る一切経音義巻第五の経名から見た場合，日本古

写本は高麗本に近く，宋版はそれと遠いことを指

摘した.さらに，現存する巻第五に，目録と本文

の経名とが一致しないものがあることについて，

各巻の目録が音義本文と独立して書写されたた

めと説明づけた. 

以上，これまでの研究により，一切経音義の日

本写本と中国版本が別々の系統に属することが

明らかになった.また，個別の巻の系統分類につ

いては，これらの先行研究により解明されたが，

他の巻も含めた一切経音義日本古写本全体を対

象とした系統分類は未解決のままである.本論で

は，「一切経音義全文データベース」を構築し，

それらの問題点について検討する. 

2.2 研究対象 

本論では，完本である高麗本と日本に現存する

一切経音義古写本を研究対象とする.使用してい

る諸本は次のとおりである. 

（1）高麗本：一切経音義高麗蔵経本（全 25

巻.『高麗大蔵経』東国大学校,1976年） 

（2）金剛寺本：一切経音義大阪天野山金剛寺

蔵本（鎌倉時代書写.巻第一〜四，六，七，九〜

二十一，二十四，二十五の 21 巻が現存する.） 
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（3）七寺本：一切経音義名古屋稲園山七寺蔵

本（平安時代書写.巻第一〜十，十二〜十四，十

六〜十八，二十一，二十三〜二十五の 20 巻が現

存している.また，巻第十五は東京大学史料編纂

所に所蔵されているので，合わせて 21 巻現存す

る.） 

（4）大治本：一切経音義宮内庁書陵部蔵法隆

寺一切経大治三年（1128 年）写本（平安時代書

写.巻第一，二，九〜二十五の 19 巻が現存する.） 

（5）西方寺本：一切経音義奈良県従是山西方

寺蔵本（鎌倉時代書写.巻第一，三〜六，九，十

三，二十一，二十五の 9巻が現存する.） 

（6）広島大学本：一切経音義広島大学国語学

研究室蔵石山寺一切経安元年間（1175～1177 年）

写本（平安時代書写.広島大学に現存する巻第四

と出所を同じくする写本が京都大学文学部国語

学国文学研究室に 2 巻，天理図書館蔵本に 1 巻，

反町弘文荘賣立品に 1巻（現蔵不明），大東急記

念文庫蔵本に 1巻存在している.） 

（7）天理図書館本：一切経音義天理図書館蔵

石山寺一切経院政期写本（巻第九，第十八が現存

する.巻第九が院政期の写本.巻第十八が鎌倉時

代の写本である.） 

（8）京都大学本：一切経音義京都大学文学部

国語学国文学研究室蔵本（巻第六，七が現存する.

石山寺本の一部分である.） 

（9）東京大学本：一切経音義東京大学史料編

纂所蔵本（巻第十五のみ現存する.七寺一切経の

一部分である.） 

他に，正倉院本一切経音義（正倉院聖語蔵本：

平安時代書写）を参考資料とする. 

以上により，現存する一切経音義古写本の項目

数は表 1のように示される. 

 
 表 1  9 種類の一切経音義日本古写本の項目数1 

卷 麗 金 七 大 西 広 京 天 東

１ 407 806 405 807 290

※ 

        

２ 442 441 440 441   441       

３ 387 383

※ 

388   235

※ 

403       

４ 485 484 485   484 484       

５ 489   488   418

※ 

472       

６ 429 428 429   191

※ 

  438     

                                                           
1 諸本の略称：麗：高麗本，金：金剛寺蔵本，七：七

寺蔵本，大：宮内庁書陵部蔵本，西：西方寺蔵本，広：

広島大学図書館蔵本，京：京都大学蔵本，天：天理図

書館蔵本，東：東京大学蔵本 

※ ：残巻である. 

空白：現存しない. 

７ 422 422 422       422     

８ 410   410             

９ 287 286 287 286 150

※ 

    286   

１

０

223 222 223 222           

１

１

369 370   370           

１

２

386 381 384 380           

１

３

369 369 369 369 268

※ 

        

１

４

384 384 384 384           

１

５

404 333   333         334

１

６

306 306 306 306          

１

７

284 282 284 282           

１

８

338 312 338 312       313   

１

９

293 292   290           

２

０

472 471   471           

２

１

304 304 304 305 107

※ 

        

２

２

491     552           

２

３

379   379 379           

２

４

295 294 295 294           

２

５

260 259 260 259 259         

計 9315 7446 7280 7042 2402 1800 860 599 334

３．「一切経音義全文データベース」の

構築 

一切経音義の内容にはいくつかの情報が含ま

れている.それらを図で表現すれば，次のとおり

である. 

 
     

      図 1 一切経音義の項目の要素構成 

一切経音義の
巻次

各経の経名

各経の巻次

所在

掲出語

注文
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一切経音義の巻次：各巻の最初に巻次を示す.

一切経音義の場合は，一から二十五までである. 

各経の経名：一切経音義の一巻にはいくつかの

仏典が含まれている.それらの経の名称である. 

各経の巻次：各経もいくつかの巻に分けられて

おり，それらの巻についても巻次で示す. 

所在：本論では，一切経音義の掲出語と注文を

組み合わせたものを「項目」という.ここでいう

所在とは，項目が記載されている頁数である. 

掲出語：仏典から抽出され，解釈を付される難

字難語のことを指す. 

注文：掲出語に施された注釈文であり，字体

注・音注・義注がある. 

一切経音義の注文は大別して，音注・字体注・

義注の三つの要素に分けられる．現段階では，各

要素を次のように分類した（図 2 参照）． 
 
 

 
 
     図 2 一切経音義注文の構成 

 

3.1 データベースの構成 

ここで，「阿氏多」（巻第二十五）を例として，

データベースの構成を示す. 
 

例 2＜阿氏多＞巻第二十五 阿毗達磨順正理論 

 常尔反。此云無勝。舊言阿嗜多，或作阿逸多，

皆訛也。是彌勒今生名也。 

 
  表 2 七寺本一切経音義データの構成 

ランク 内容 例 

ID 古写本の略称と

所在頁数・行数 

YND114502 

巻 一切経音義に所

属する巻 

 

巻第二十五 

経名・巻 この項目が出典

する経名と巻数 

阿 毗 達 磨 順 正 理

論・第一巻 

項目 

高麗本 

高麗本を基準と

して，高麗本と

異なる項目があ

れば，古写本で

出現した項目で

補足する 

阿氏多 

項目 

古写本 

掲出語 阿氏 

所在 各写本での所在

頁 

1145 

注文 高麗本を基準と

して，高麗本と

異なる内容を

<q></q>で明示

する. 

<q>多</q>常尔反.

此云無勝.舊言阿嗜

多或作阿<q>免</q>

多，皆訛也.是彌<q>

難</q>勒今生名也. 

  
 以上のように，ある項目を処理するために，い

くつかの部分に分け，情報を別々に記入する.そ

れにより，多方面から写本の比較と整理が可能に

なる. 

次の表では，一切経音義各本の ID について説

明する.各本の ID は次の三つの部分に分けられ

る. 

① Y は一切経音義の略称である. 

② 続く二つのアルファベットは各本の日本

語読みの略称である. 

③ 6 桁の数字は前の 4 桁が項目の所在頁数で

あり，後の 2桁が行数を表す. 
 
   表 3 一切経音義各本の ID 対照表 

ID 内容 例 

高麗本の項目  阿氏多 

YKR 高麗本 ID YKR052002 

YND 七寺本 ID YND114502 

YKN 宮内庁本 ID YKN071102 

YKG 金剛寺本 ID YKG046402 

YSH 西方寺本 ID YSH132302 

YSS 正倉院本 （空） 

YTT 天理図書館本 （空） 

YHD 広島大学本 （空） 

YTD 東京大学本 （空） 

YKD 京都大学本 （空） 

3.2 翻字の方針 

一切経音義日本古写本において，本文の翻字は

康熙字典体に従うことを原則とする.それらの符

号化できない掲出字は IDS 処理を行う.2017 年 6

注文

音注

反切

類音注

和訓

義注

漢籍

経文

玄応注

梵語訳

字体注

経本用
字

正通俗
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月に公開された 10.0 版までに，使われる漢字が

8万近くになっている. 

IDS は，漢字を複数の「部品」の集合体として

捉え，これら「部品」の合成により 1文字の漢字

を表現しようとするものである.ここで，CJK 統

合漢字と IDS について，Unicode Standard 7.0

を元に説明する.  

Unicode によって実装可能な漢字 74，605 字

の内訳は，基本多言語面の CJK 統合漢字が 20，

941 字，CJK 統合漢字拡張 A が 6，582 字，追加

漢字面の CJK 統合漢字拡張 B が 42，711 字，拡

張 Cが 4，149 字，拡張 Dが 222 字である（池田

2016）.  

「一切経音義全文データベース」においてもユ

ニコードで文字を保存・表現する.本データベー

スでは拡張漢字 B まで使用可能である.筆者の統

計によれば，本データベースのユニコードのカバ

ー率が 99％を満たす.「一切経音義全文データベ

ース」では 79，894 字の掲出語と 832，341 字の

注文が含まれている.それらの全文で出現した掲

出語と注文について，ユニコードで処理可能な文

字数をまとめたのが次の表である. 
 

表 4 一切経音義全文データベースのユニコードのカ

バー率統計表 

 掲出語 

延べ数 

注文 

延べ数 

掲出語 

異なり数 

注文 

異なり数

CJK 76，434 

(95.67%) 

818，520

(98.34%)

4，911 

(88.17%) 

8，088 

(92.60%)

拡

張A 

1，479 

(1.85%) 

5，142 

(0.62%) 

209 

(3.75%) 

54 

(0.62%) 

拡

張B 

1，664 

(2.08%) 

7，428 

(0.89%) 

305 

(5.48%) 

74 

(0.85%) 

IDS 317 

(0.40%) 

1，251 

(0.15%) 

145 

(2.60%) 

518 

(5.93%) 

計 79，894 832，341 5，570 8，734 

 
データを入力する段階で，ユニコードの拡張漢

字 B までで収録されていない漢字を IDS で表す.

それらを「/」で区別する.例えば，「 」の字

はデータベースで「/豆茤/」の形式で保存する.  

他に，原文の字体・字形の差異を特に問題とす

る場合は，可能な限り区別して翻字する.原文で

示す句読点は筆者によるものである. 

異文の判定においては，注文に使用されている

「反，也，亦，故，曰」の有無を判断基準としな

い.また,「云，曰，言」の使い方も同様に，異文

の判断基準としない. 

以上により，翻字の方針を次のようにまとめ

る. 

① 本論の翻字は，全て康熙字典体で示す. 

② 入力できない字については，IDS 処理す

る. 

③ 原文の略字においては，元の字体で入力す

る.例えば：疋−雅 

④ 省略符号「ー」があれば，元の字で入力す

る. 

⑤ 踊り字「々」があれば，そのまま入力する. 

⑥ 句読点は筆者によるものである. 

⑦ 一切経音義の注文は単行の注文と二行の

割注の 2 種ある.これらの注を入力する際には全

て単行の注文として扱う. 

⑧ 虫損により判読できない箇所は「⬜」で示

す.それ以外の判読できない箇所は「⬛」で示す. 

⑨ 異同がある内容については，下傍線で示

す. 

4「一切経音義全文データベース」の活用 

4．1 一切経音義についての研究 

一切経音義日本古写本には巻ごとに存する写

本の数や,内容に大きな差があるので，全体を単

一の資料として検討するのは不適切であると思

われる.そのため,「一切経音義全文データベース」

により詳細に検討を加える.これにより明らかに

なったことを 2例挙げる. 
 
① 増訂 
例 3 ＜習習＞ 巻第二 大般涅槃經 
經文從疒作㿇，書無此字，近人迦之耳。 （高

麗本・七寺本・広大本） 
經文從疒作㿇，書無此字，近人加之耳。和言加

由之。 （金剛寺本・大治本） 
 
② 系統の異同  

  例 4 ＜怡懌＞ 巻第二 大般涅槃經 
 音以之反。『爾雅』：怡，懌，樂也。郭璞曰：
怡，心之樂也。懌，意解之樂也。（高麗本） 
 音。怡，懌，樂也。郭璞曰：怡，心之樂也。懌，
意解之樂也。（七寺本） 
 音亦。『爾雅』：怡，懌，樂也。郭璞曰：怡，
心之樂也。懌，意解之樂也。（金剛寺本・大治本・

広大本） 
以上のような検討を重ね,「一切経音義全文デ

ータベース」（図 3参照）を利用して,日本古写

本について経名と本文の内容により系統の分類

を試みた.その結果，一切経音義日本古写本を三

つの系統に分けることができた.すなわち，高麗

本系統【高麗本，七寺本 A】，大治本系統【大治

本，金剛寺本，七寺本 B】，石山寺本系統【石山

寺旧蔵本（広大本，京大本，天理本巻第九），

天理本巻第十八，西方寺本】である.一方，七寺
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本は各巻によって系統が異なり，七寺本の書写

形式と合わせて検討した結果，七寺本が取り合

わせ本であることを解明した.

   

                             

図 3 「一切経音義全文データベース」の検索画面

4.2 日本古辞書との照合

日本における辞書編纂の萌芽時代である平安

期では，参照が可能な資料が限られていた.それ

らの資料には，中国からもたらされた文献が少

なくない.そのため，日本辞書の源流を遡る際に，

中国文献の検証を避けることはできない.

古辞書の中で，代表的な平安時代の漢和辞書

として広く知られているのは『新撰字鏡』と『類

聚名義抄』である.新撰字鏡は現存する日本最古

の漢和辞書であり，最初に一切経音義を利用し

て成立したものである.その後編纂された類聚

名義抄は平安時代の音義書を集大成するもので

あり，130 種以上の出典が明記され，多数の文献

を利用したことが窺える.その中で引用数が最

も多いのが一切経音義である.よって，この両者

の共通点として，注目すべき点は一切経音義の

利用である.

筆者は，既に分類した一切経音義日本古写本

の各系統を類聚名義抄と照合し，異文の内容に

ついて分析した上で，各系統の独自異文が類聚

名義抄に見られることを明らかにした.各系統

と類聚名義抄との対応する項目数とその中の不

一致の項目数を数えたが,それによれば,不一致

率の順は多い順に高麗本系統＞石山寺本系統＞

大治本系統である.これによって，類聚名義抄が

編纂された時，利用された一切経音義は大治本

系統に最も近いことが明らかになった.(李

2016a)

一切経音義と新撰字鏡との照合を行う場合，

新撰字鏡注文の出典が明記されていないため，

一切経音義の独自注文がある項目を取り上げて

比較した.その結果，新撰字鏡の依拠本は高麗本

系統に近いことが明らかになった.(李 2017b)

5．注文テキストのマークアップ

5.1 テキストをマークアップする意義

  一切経音義の項目は複数字の掲出語とそれの

注文からなるが，注文の内容は掲出語の全体また

は掲出語の一字（被注字）に対応する．注文の順

序は掲出語の出現順と相違する場合もある．それ

らの対応関係は図 4を参照されたい．

     

      図 4 項目構造

一切経音義の内容や諸本の研究にはこのよう

な項目構造に対応できる表示・検索システムが求

められている．それを実現するために，注文を適

切にマークアップすることが必要である．

5.2 独自のタグセット

本研究の構造化はXMLマークアップを用いて

行う．文系研究資源によく利用されているものに

TEIがあり，仏典に応用する例は多く見える.しか

し，前節で述べたように，今回のマークアップは

項目構造の表示と効率的な検索のためであるの

で，本研究におけるマークアップは次の三段階に

分けて進めたい．

第一段階では注文テキストにある「、」「。」

によって要素を区切る．要素を大まかに音注，字

体注，義注としてタグを付与する．諸本の相違を

表すタグ<q>はその各タグの下位タグとして保

留する．利用するタグは表 5のように示す．
  

    表 5 要素タグセット

タグ 要素

yin 音注

ziti 字体注

yi 義注

例 5 ＜冠花鬘＞ 巻第二十四 阿毗達磨俱舍論

古玩反。冠猶著也。下梵言摩羅、此譯云鬘、音

莫班反。案西國結縵師多用蘇摩那花行列結之、以

爲條貫、無問男女貴賤、皆此莊嚴、或首或身、以

爲飾好、則諸經中有‘花鬘’、‘是天鬘’、‘寶

鬘’等、同其事也。字從髟。曼聲。曼音彌然反。
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<yin>古玩反。</yin> 
<yi>冠猶著也。</yi> 
<yi>下梵言摩羅、</yi> 
<yi>此譯云鬘、</yi> 
<yin>音莫班反。</yin> 
<yi>案西國結縵師多用蘇摩那花行列結之、</yi> 
<yi>以爲條貫、</yi> 
<yi>無問男女貴賤、</yi> 
<yi>皆此莊嚴、</yi> 
<yi>或首或身、</yi> 
<yi>以爲飾好、</yi> 
<ziti>則諸經中有‘花鬘’、</ziti> 
<ziti>‘是天鬘’、</ziti> 
<ziti>‘寶鬘’等、</ziti> 
<ziti>同其事也。</ziti> 
<yin>字從髟 。</yin> 
<yin>曼聲。。</yin> 
<yin>曼音彌然反。</yin> 

 
第二段階ではタグの属性“ref”を利用して，各

注文要素を被注字と関連付ける．“0”は掲出語

の全体，“1”“2”“...”は対応の文字出現順と

なる．次に例を示す. 
 

<yin ref="1">古玩反。</yin> 
<yi ref="1">冠猶著也。</yi> 
<yi ref="3">下梵言摩羅、</yi> 
<yi ref="2">此譯云鬘、</yi> 
<yin ref="3">音莫班反。</yin> 
<yi ref="0">案西國結縵師多用蘇摩那花行列結

之、</yi> 
<yi ref="0">以爲條貫、</yi> 
<yi ref="0">無問男女貴賤、</yi> 
<yi ref="0">皆此莊嚴、</yi> 
<yi ref="0">或首或身、</yi> 
<yi ref="0">以爲飾好、</yi> 
<ziti ref="0">則諸經中有‘花鬘’、</ziti> 
<ziti ref="0">‘是天鬘’、</ziti> 
<ziti ref="0">‘寶鬘’等、</ziti> 
<ziti ref="0">同其事也。</ziti> 
<yin ref="3">字從髟 。</yin> 
<yin ref="3">曼聲。</yin> 
<yin ref="3">曼音彌然反。</yin> 

 
第三段階では連続している「，」で終わる同様

なタグを合併する．次はマークアップしたデータ

の一例である. 
 

<yin ref="1">古玩反。</yin> 
<yi ref="1">冠猶著也。</yi> 
<yi ref="3">下梵言摩羅、</yi> 
<yi ref="2">此譯云鬘、</yi> 

<yin ref="3">音莫班反。</yin> 
<yi ref="0">案西國結縵師多用蘇摩那花行列結

之、以爲條貫、無問男女貴賤、皆此莊嚴、或首或

身、以爲飾好、</yi> 
<ziti ref="0">則諸經中有‘花鬘’、‘是天鬘’、

‘寶鬘’等、同其事也。</ziti> 
<yin ref="3">字從髟 。</yin> 
<yin ref="3">曼聲。</yin> 
<yin ref="3">曼音彌然反。</yin> 

 

5.3 マークアップするツール 

一切経音義の構造は部首分類体辞書と類似し

ているため，日本古字書に対応しているマークア

ップ・ツール tagzuke の修正によって，専用ツー

ルを作成する．それを利用してマークアップを行

う予定である． 

6．あとがき 

一切経音義日本古写本の特徴・系統分類を解明
するために,「一切経音義全文データベース」を
構築した.それに基づいて,一切経音義のみならず,
日本古辞書についての研究も可能となる. 

一切経音義の内容や諸本に関する研究，データ
の効率的な利用を目的として，このような構造化
によって，一切経音義の掲出語を一文字単位で抽
出・分析することが可能となる．音注，字体注，
義注を諸本間で比較することより，本データベー
スのさらなる活用が期待できる．また,多分野の
研究者向けの検索システムによって,「一切経音
義全文データベース」の利用範囲を格段に拡大す
ることを目指す. 
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